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１．概要（Summary）

強制対流の存在する流路中に複数の電極を持つフ

ローセルは，それぞれの電極における電位(電流)を制

御することによって，腐食分野やバイオセンサ，リア

ルタイムでの物性測定への応用が期待される．例えば，

複数のイオンを含む溶液をフローセンサに流し込み，

各電極を取り出したい物質の酸化(還元)電位に設定す

ると，その量を電流応答の形で取り出すことができる．

また，多段階反応を持つ反応種では，電位によって反

応を分離し，反応中間体を取り出すことが可能である

と考えられる．本検討では，上記のような測定系の確

立を目指し，フローセル中の複数の電極が互いに及ぼ

す影響について評価を行った．測定に用いるフローセ

ルは自作し，穴をあけたアクリル板にテフロンチュー

ブと金メッキ電極(あるいはグラッシーカーボン(GC)
電極を埋め込み，シリコーンゴムをアクリル板の間に

挟み込むことによって流路を作成した．

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

ダイシングソー，電子ビーム蒸着装置

【実験方法】

フローセルに埋め込む電極は GC を 5 mm×40 mm程

度にダイシングソーの G ブレードを用いてカットしたもの，

あるいは同じ大きさにカットしたシリコンウェハに電子ビー

ム蒸着装置を用いて Cr：10 nm，Au：100 nm の金蒸着

を施したものを用いた．その後研究室に持ち帰り，工作実

験室で穴をあけたアクリル板にエポキシ樹脂を用いて埋

め込んだ．埋め込んだ電極を作用極として，フェリシアン/
フェロシアン化カリウムと硝酸ナトリウムを用いてサイクリッ

クボルタンメトリー・交流インピーダンス測定を行った．

３．結果と考察（Results and Discussion）

自作したフローセルを用いたサイクリックボルタンメトリ

ーより，GC，金蒸着電極どちらを用いても正常な動作が

確認された(Fig. 1)．

Fig. 1 CV profiles at a) GC b) Au electrode
続いて，フローセル中に GC 作用極を 2 つ設置し，ポ

ンプを用いて強制対流を起こした場合，上流に設置した

電極(WE)によって生成した物質が下流に設置した電極

(DE)にどのような影響を及ぼすかを評価した．その結果，

上流の電極でフェリシアン/フェロシアン化カリウムの酸化

還元反応が起こることによって DE の自然電位が変化する

こと，すなわち DE 表面の酸化還元反応種の濃度が変化

することが分かった．また，WE で起こす酸化還元反応を

交流にした場合，DE の自然電位は正弦波状に変化する

という結果が得られた．(Fig. 2)

       

Fig. 2 Effect of WE reaction on OCV of DE
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